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　或旅宿あるやどの亭主ていしゆが欝ふさぎ込こんで、主「何どうも宿泊人とまりがなくつては仕しやうがない、何なんとか旨うまい工夫くふうは無ないものか知しら……ウム、日外いつぞやお説教せつけうで聞いた事が有ある釈迦如来しやかによらいのお弟子でしに槃特はんどくと云いふがあつて、至いたつて愚鈍おろかにして忘わすれつぽい……托鉢たくはつに出て人にお前まへさんの名はと聞かれても、自分の名さへ忘れると云いふのだから、釈迦如来しやかによらいが槃特はんどくの名を木札きふだに書き、之これを首に懸かけて托鉢たくはつに出したと云いふ、其その槃特はんどくが相果あひはてゝから之これを葬はうむると、其墓場そのはかばへ生はえたのが茗荷めうがだと云いふ事だ、されば「名を荷になふ」と書いて「めうが」と読よませる、だから茗荷めうがを喰くへば馬鹿ばかになる、今度こんどお客が泊とまつたら茗荷めうがを喰くはせよう、さうしたら無闇むやみに物を忘れて行ゆくだらう、ナニ此方こつちは泥坊どろばうを仕したのぢやアないから罪つみにはならねえや。頻しきりに考へ込こんで居ゐる処ところへ、客「ハイ御免ごめんなさい。主人「へい是これはいらつしやい。客「此この両掛りやうがけを其方そつちへお預あづかり下さい。主人「へい〳〵畏かしこまりました。客「お湯ゆが沸わいて居をりますかな。主人「エヽ沸わいて居をります…奥おくの二番へ御案内ごあんない申まうしなよ。客「エヽ此莨入このたばこいれは他人ひとからの預物あづかりものですから其方そつちへお預あづかりなすつて、夫それから懐中ふところに些ちつとばかり金子かねがありますが、是これも一緒しよにお預あづかりなすつて。主「へい〳〵畏かしこまりました。是これから湯に這入はいる、御膳ごぜんが出る、お汁しるも向附むかうづけも皆みな茗荷尽目めうがづくめ。客「ハア妙めうな家うちだ。と思ひながら御飯ごぜんを済すまして褥ねどこに就つく。翌朝よくてうになると早々さう〳〵に彼かの客人きやくじんは立つて了しまつた。妻「モシお前まへさん。主「エヽ。妻「彼あのお客は忘れて行いつたね。主「何どうだ奇態きたいなものだらう、茗荷めうがを喰くふと馬鹿ばかになると云いふが、実じつに不思議なもんだな。妻「本当ほんたうにさうだね。話をして居ゐる処ところへ彼かの客人きやくじんがせつせと帰かへつて来きて、客「おい〳〵あのね、今いま田圃たんぼまで出て肩を取換とりかへようと思つてやると両掛りやうがけが無ないので驚おどろいた、余あんまり急いだので両掛りやうがけを忘れました。妻「おやまア是これに御座ございます、遂つひ私わたしの方はうでも心附こゝろづきませんでした。客「ナニ是これさへあれば大丈夫だいぢやうぶ。と行いつて了しまつた。妻「はー、私わたしは彼奴あいつが取りに来きた時恟びつくりしましたよ、だけれども未まだ莨入たばこいれを忘れて行いつたよ。主「だからよ、不思議ふしぎぢやねえか。客「おい御亭主ごていしゆ。主「おやお帰かへりなさい。客「アノ今ね、田圃たんぼへ出て一服ぷくやらうと思つて気きが附ついた、莨入たばこいれを忘れて出かけたのを…………。主「ヘイ、成程なるほど、此品このしなで御座ございますか。客「ウム、是これさへあれば大丈夫だ。主「ウフ……両掛りやうがけと莨入たばこいれを持もつて行いつても、肝心かんじんの胴巻どうまきを忘れて行いきやアがつた、何なんでも百両りやうから有あるやうだぜ、妻「何どうも本当に奇妙きめうだね、主「おや又また帰かへんなすつた。客「昨夜ゆふべお前まへさんに預あづけた、アノ胴巻どうまきを出だして呉くんな。主「はい〳〵此品このしなで御座ございますか。客「イヤこれを忘れちや大事おほごとだ、アヽ有難ありがたい、はい左様さやうなら。主「ア、行いつちまつた。妻「あれだけ茗荷めうがを喰くはせて何なにを忘れたんだらう。主「ヤ、彼奴あいつめ、昨夜ゆふべの宿泊料はたごれうを払はらふのを忘れて行いきアがつたんだわえ。


底本：「明治の文学　第3巻　三遊亭円朝」筑摩書房

　　　2001（平成13）年8月25日初版第1刷発行

底本の親本：「定本　円朝全集　巻の13」世界文庫

　　　1964（昭和39）年6月発行

入力：門田裕志

校正：noriko saito

2009年6月19日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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